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セブン＆アイ・フ－ドシステムズ 

株式会社セブン＆アイ・フードシステムズ （ 東京都千代田区二番町8-8 ）では環境省が推進する地球温暖化

対策の一環として設けた環境情報サイト「グリーンバリューチェーンプラットフォーム」に、スコープ3を算出、公

開しました。 

 「スコープ３」とは、自社排出量以外の、原材料・商品の調達、配送、商品使用、廃棄過程から出る温室効果

ガスの排出量のことを指します。これはサプライチェーンからのCO2排出量を把握し削減することを謳っている

セブン＆アイグループの「地球温暖化防止に関する基本方針」に則り実施しているもので、2014年度に日本の

外食産業で初めて公開して以来、今年で5年目となります。 

■■  セブン＆アイ・フードシステムズホームページ  http://www.7andi-fs.co.jp  ■■ 

「スコープ1」⇒自社の店舗・オフィスなどの 
                     直接排出量 
「スコープ2」⇒購買電力など自社で消費した 
                     エネルギー 
「スコープ3」⇒サプライチェーンの排出量 
 
つまりスコープ3は自社排出量のみならず、 
企業活動の上流から下流に関わる内容を 
算定範囲とします。 
これによりサプライチェーン全体での改善 
余地の把握と働きかけの根拠とし、取り 
組みの優先順位決定に役立てています。 

サプライチェーン排出量とは 

■企業は自身の活動だけでなく、多くのお取引先、関連企業とその事業活動による一連の流れ（サプライ
チェーン）によって支えられています。そこから発生するCO2排出量（サプライチェーン排出量）は、スコー
プ1、スコープ2、スコープ3で構成されています。 
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◆本件に関するお問い合わせ◆ 

株式会社セブン&アイ・フードシステムズCSR推進室 TEL.03-6238-3538 FAX.03-3221-7280 

セブン＆アイ・フードシステムズは 
スコープ３データを算出・公開しました 

「サプライチェーンCO2排出量の情報公開」 

★環境省関連ページ★ http://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/case_smpl.html 

この取組により、国連で定めた 

持続可能な開発目標（ＳＤＧ’ｓ） 

に貢献します。 
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